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題
名 
H8/38086 グループ ピン配置およびピン機能変更 情報分類 仕様変更 
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H8/38086 グループ 
全ロット 

関連資料 
H8/38086 ｸﾞﾙｰﾌﾟ, H8/38076 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
ハードウェアマニュアル 
RJJ09B0077-0200H  Rev.2.00 

 

  H8/38086 グループのピン配置およびピン機能を変更致します。また、型名は H8/38086R グループに変更致します。 

詳細は、下記をご参照下さい。  

 

変更理由 

 ΔΣA/D用の電源端子(DVcc)を新規に追加することにより、下記の内容が改善されます。 

1. ノイズ耐量が向上 

2. Vccからの電源分離が可能。ΔΣA/Dだけを Vccよりも高い電圧で動作させることができます。 

   

  変更内容 

1. ピン配置の変更 

ΔΣA/D変換器用の電源端子(DVcc)を新規に追加することに伴い、端子割り当てが変更となります。 

端子の変更内容について表 1 に示します。 

 

               表 1 ピン配置の変更 

変更前(H8/38086) 変更後(H8/38086R)
TLP-85V FP-80A,TFP-80C 端子名 端子名
A7 65 PB5/Vref PB5/Vref/REF
C7 66 REF ACOM
B7 67 ACOM DVcc
A6 68 PB2/AN2/IRQ3 AVss
C6 69 PB1/AN1/IRQ1 AVcc
B5 70 PB0/AN0/IRQ0 PB2/AN2/IRQ3
B6 71 AVcc PB1/AN1/IRQ1
C5 72 Vss/AVss PB0/AN0/IRQ0

ピン番号
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2. PB5/Vref/REFの切り替え方法およびΔΣA/D変換器基準電圧の切り替え方法の変更について 

   REF端子が PB5/Vrefとの兼用端子に変更することに伴い、端子の切り替え方法およびΔΣA/D

変換器の基準電圧の切り替え方法が変更となります。 

(1) PB5/Vref/REF端子の切り替え方法の変更 

(9 章 I/O ポート 9.10.3 端子機能 PB5/Vrefの説明) 

    PB5/Vref/REF端子の切り替え方法の変更内容を下記に示します。 

 

  【変更前：H8/38086】 

  ･PB5/Vref 

           
VREF1,VREF0 B'01以外 B'01
端子機能 PB5入力端子 Vref入力端子  

 

  【変更後：H8/38086R】 

  ･PB5/Vref/REF 

   
VREF1,VREF0 B'00 B'01 B'10,B'11
端子機能 PB5入力端子 Vref入力端子 REF出力端子  

 

注) B’10,B’11 設定時は、REF 出力端子となりますので、PB5/Vref/REF 端子に電圧を入

力しないようにして下さい。LSI内部で REF出力とショートし、故障の原因となりま

す。 

 

(2) ΔΣA/D変換器基準電圧切り替え方法の変更 

  (19 章ΔΣA/D 変換器 19.3.3 A/Dコントロールレジスタ(ADCR)の説明) 

  ADCRレジスタの VREF1 ビット、VREF0 ビットにて PB5/Vref/REF端子の切り替え及び 

ΔΣA/D変換器の基準電圧の選択を行います。変更内容を下記に示します。 

 

【変更前：H8/38086】 

ビットビット名 初期値 R/W 説明
3
2
VREF1
VREF0

0
0
R/W
R/W
基準電圧セレクト
ΔΣA/D変換器の基準電圧を外部電圧(Vref)とするか内部基準電圧
(REF)とするか選択します。ただし、REFを使用する場合はBGRMRの
BGRSTPNビットを1にセットし、BGRを動作させてから、これらのビットを設
定してください。

00:非選択
01:外部基準電圧(Vref)
10:内部基準電圧(REF)
11:非選択
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【変更後：H8/38086R】 

ビット名 初期値 R/W 説明
VREF1
VREF0

0
0
R/W
R/W
PB5/Vref/REF端子機能切り替え及び基準電圧セレクト
PB5/Vref/REF端子をPB5端子として使用するか、Vref端子として使用するか
REF端子として使用するかを設定します。
また、ΔΣA/D変換器の基準電圧を外部電圧(Vref)とするか内部基準電圧
(REF)とするか選択します。ただし、(REF)を使用する場合は、BGRMRの
BGRSTPNビットを1にセットし、BGRを動作させてから、これらのビットを設定し
て下さい。

00:PB5入力端子として機能
01:Vref入力端子として機能し、外部基準電圧(Vref)を基準生成回路に入力
10:REF出力端子として機能
11:REF出力端子として機能し、内部基準電圧(REF)を基準生成回路に入力

【注】
B'11設定時は、REF端子から内部基準電圧(REF)が出力されると同時に、ΔΣ
A/D変換器内の基準電圧生成回路にも(REF)電圧が入力されます。内部基準
電圧(REF)を用いてΔΣA/D変換器を動作させる時は、B'11を設定して下さい。

 
 

 

 

  


